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株式会社フィスコ (3807 グロース) 

 

「機関投資家＆アナリスト 企業調査レポートアワード」2022 年 

～評価項目は ESG、CSR、ビジネスモデル、成長性、社員満足度など～ 
 

 

株式会社フィスコ（グロース上場、証券コード「3807」、本社：東京都港区、代表取締
役 社 長 ： 狩 野 仁 志 、 以 下 「 フ ィ ス コ 」 ） は 、 フ ィ ス コ 企 業 調 査 レ ポ ー ト
（https://www.fisco.co.jp/service/report.html）を活用した企業の表彰制度「機関投資
家＆アナリスト 企業調査レポートアワード」の 2021 年版を発表いたしました。 
 

評価項目は、フィスコがアナリストの中から選出した審査員から希望が多かったＥ
ＳＧ、ＣＳＲ、ビジネスモデル、成長性、社員満足度、企業価値の伸び率に絞り、当該
審査員に 2021 年１年間にリリースされたフィスコ企業調査レポートの中から各評価項
目の各々上位５社を選出してもらっています。なお、審査員が全会一致で１社を１位
に選出した場合、最高得点数は 50 点となります。 
 
■ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス） 
１ 位  昭 和 産 業 < 2 0 0 4 >              2 0 点 
２ 位  ダ イ キ ア ク シ ス < 4 2 4 5 >           1 3 点 
２ 位  エ ヌ ・ シ ー ・ エ ヌ < 7 0 5 7 >           1 3 点 
４ 位  い ち ご < 2 3 3 7 >                1 1 点 
４ 位  エ ス プ ー ル < 2 4 7 1 >             1 1 点 
５ 位  サ カ タ イ ン ク ス < 4 6 3 3 >            ７ 点 
 

１位は昭和産業。「穀物ソリューション・カンパニー」として原材料・資材・容器包材
等の調達の際には材質や加工工程等に配慮している点、鹿島工場の燃料転換工事
を通じて CO2 排出量削減に取り組んでいる点が評価されました。２位のダイキアクシ
スは水処理メーカーやバイオディーゼル燃料メーカーなど多様な観点から環境に貢
献しているほか、定格出力 50kW の風力発電機を新たに開発し、太陽光発電と並ぶ
電源として普及させることへ取り組んでいる点を評価する声がありました。エヌ・シー・
エヌは前回に続き高い木構造技術へ期待する声が聞かれました。 
 
■ＣＳＲ（企業の社会的責任） 
１ 位  Ｔ Ｋ Ｐ < 3 4 7 9 >                  1 3 点 
１ 位  サ ン ワ テ ク ノ ス < 8 1 3 7 >            1 3 点 
３ 位  ナ ガ イ レ ー ベ ン < 7 4 4 7 >             ７ 点 
３ 位  ブ リ ッ ジ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル < 7 0 3 9 >      ７ 点 
３ 位  Ｃ Ｒ Ｇ ホ ー ル デ ィ ン グ ス < 7 0 4 1 >        ７ 点 
３ 位  Ｎ Ｅ Ｃ キ ャ ピ タ ル ソ リ ュ ー シ ョ ン < 8 7 9 3 >    ７ 点 
 

１位はＴＫＰ。運営する会議室を宮城県の「抗体カクテル療法センター」として提供し、
新型コロナウイルスと闘う社会に貢献する活動が評価に繋がりました。２位のサンワ
テクノスは、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の拡販活動や講習会の実施を通じて取扱
い・指導が可能な社員を増やし、ＡＥＤによる救急救命法の普及に尽力している点が
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評価されました。３位のナガイレーベンは、新型コロナ感染防護衣を厚生労働省に 60
万枚納入し、経済産業省から感謝状を受けた実績がランクインする理由に挙げられ
ました。 
 
■ビジネスモデル 
１ 位  神 戸 物 産 < 3 0 3 8 >              1 8 点 
２ 位  サ ー キ ュ レ ー シ ョ ン < 7 3 7 9 >        1 3 点 
２ 位  バ イ ク 王 ＆ カ ン パ ニ ー < 3 3 7 7 >      1 3 点 
４ 位  フ ォ ー ス タ ー ト ア ッ プ ス < 7 0 8 9 >      1 1 点 
５ 位  マ ネ ジ メ ン ト ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ < 7 0 3 3 >   ７ 点 
５ 位  ベ ネ フ ィ ッ ト ・ ワ ン < 2 4 1 2 >          ７ 点 
 

１位は前回に続き神戸物産。企画から製造、販売までを垂直統合したＳＰＡビジネ
スモデルにより、店舗数が増えるほどＰＢ商品の生産効率が高まり、利益率も高まる
点などが引き続き評価されました。また、既存店売上の 2 ケタ前年比増収が続いてい
る実績を評価する声も多くありました。２位のサーキュレーションは外部プロ人材の経
験・知見を複数企業でシェアし、経営課題を解決するプロシェアリング事業を展開。派
遣でなくプロジェクト毎の参加のため、高スキル人材を安価に柔軟に利用できる点が
強みで、競合も少ない点がビジネスモデルとして秀逸との声がありました。そのほか、
新規ビジネスの事業承継サービスに期待する声もありました。 
 
■成長性 
１ 位  ベ イ シ ス < 4 0 6 8 >                  1 3 点 
１ 位  ピ ー ・ ビ ー シ ス テ ム ズ < 4 4 4 7 >          1 3 点 
１ 位  テ ッ ク ポ イ ン ト ・ イ ン ク < 6 6 9 7 >          1 3 点 
４ 位  ケ ア ネ ッ ト < 2 1 5 0 >                 1 1 点 
５ 位  フ ェ ロ ー テ ッ ク ホ ー ル デ ィ ン グ ス < 6 8 9 0 >    1 0 点 
６ 位  グ ッ ド ス ピ ー ド < 7 6 7 6 >                7 点 
 

１位はベイシス。モバイルエンジニアリングサービスが５Ｇやローカル５Ｇなどの普
及を背景に安定的な成長が期待できる一方、生活・環境インフラなど幅広い分野でス
マートメーターを活用したビジネス展開が期待できる IoT エンジニアリングサービスの
ポテンシャルに注目する声が多く上がりました。テックポイント・インクは、2022 年 12
月期の会社計画が表面上はやや弱く見えるものの、今後を見据えた研究開発費の
影響でむしろ先行きの期待感は高まるとの声がありました。また、今期初めての配当
を実施予定のほか、今後の成長エンジンとなり得る戦略商品も複数保有しており、今
後に期待できるとの声もありました。中古車販売などを展開するグッドスピードは、人
気の SUV に特化した魅力的な店づくりで高成長持続への期待の声が聞かれました。 
 
■社員満足度 
１ 位  ギ グ ワ ー ク ス < 2 3 7 5 >                1 2 点 
２ 位  ア ル プ ス 技 研 < 4 6 4 1 >                 ７ 点 
２ 位  フ ォ ー バ ル < 8 2 7 5 >                  ７ 点 
２ 位  サ ン ワ テ ク ノ ス < 8 1 3 7 >                ７ 点 
２ 位  ブ リ ッ ジ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル < 7 0 3 9 >        ７ 点 
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１位は前回もランクインしたギグワークス。年齢や勤続年数を前提とした年功序列
的な賃金体系を見直し、若手でも成果に応じて高い報酬が得られる給与システムを
採用した日本企業の中では革新的な動きを引き続き評価する声がありました。また、
女性管理職を増やす取り組みを積極的に行い、「なでしこ銘柄」に認定された実績も
評価されました。アルプス技研は独自システムである ESS（エンジニアサポートシステ
ム）を使い、入社時から継続的にエンジニアのキャリアを支援している姿勢が評価さ
れました。フォーバルとサンワテクノスは「健康経営優良法人 2022（大規模法人部門）」
に認定されたことが評価され、サンワテクノスは 2 年連続での認定となりました。 
 
■企業価値の伸び率（時価総額） 
１ 位  フ ォ ー ス タ ー ト ア ッ プ ス < 7 0 8 9 >     2 6 3 ％ 
２ 位  壽 屋 < 7 8 0 9 >                2 2 1 ％ 
３ 位  シ ン バ イ オ 製 薬 < 4 5 8 2 >         2 1 8 ％ 
４ 位  ジ ェ イ リ ー ス < 7 1 8 7 >           2 1 4 ％ 
５ 位  テ ッ ク ポ イ ン ト ・ イ ン ク < 6 6 9 7 >      1 9 4 ％ 
 

１位はフォースタートアップス。スタートアップ企業への人材紹介が好調で、2022 年
3 月期の売上高は前期比 85％増と大幅増収での着地になりました。フィギュアやプラ
モデルなどのホビー関連品メーカーである壽屋は、大ヒット人気アニメ「鬼滅の刃」や
「呪術廻戦」の関連アイテムが好評を博しました。シンバイオ製薬は、自社によるトレ
アキシン販売が本格化してきたことで、前期 2021 年 12 月期売上高が同 2.8 倍と拡
大。賃料保証が柱のジェイリースは、新型コロナをきっかけとした不動産オーナーの
リスク意識の変化により、事業用賃料保証のニーズが高まっていることが業績拡大
の追い風となりました。 
 

昨今、コーポレートガバナンスやスチュワードシップコードに関する議論が盛んであ
り、企業 IR への関心が高まっています。今回の表彰制度は短期投資でなく中長期投
資を可能にするための環境作り、それを理解する投資家や経営者の増加を図ること
を目的としています。 
 

フィスコグループでは現在約 300 社超のフィスコ企業調査レポートを執筆していま
すが、新規株式公開する企業数が年々増加するなか、レポート数は今後更に増加し
てまいります。「機関投資家＆アナリスト企業調査レポートアワード」を創設することで、
企業の開示姿勢をより良い方向に働きかけ、それがフィスコ企業調査レポートに反映
されるというポジティブフィードバックを志向しており、今後も年に 1 回を目安に実施し
てまいります。 
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【株式会社フィスコの概要】 
会社名：株式会社フィスコ https://www.fisco.co.jp/ 
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 2482 号 
加入協会： 一般社団法人 日本投資顧問業協会 
所在地：東京都港区南青山五丁目 13 番 3 号 
設立日：1995 年 5 月 15 日 
資本金：10 百万円（2022 年 5 月 1 日現在） 
代表者：代表取締役社長 狩野 仁志 
事業内容：金融機関、投資家、上場企業を支援する各種情報サービスの提供 

以上 


